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少
子
高
齢
化
が
進
み
、
市
民
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
、
大
学
等
の
知

的
資
源
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
当
た
り
の
学
生
数
の
比

率
は
高
く
、
こ
の
点
か
ら
も
「
大
学
の

ま
ち
高
梁
市
」
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
わ
が
国
の　

歳
人
口
は
平

１８

成
４
年
の
２
０
５
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
に
転
じ
、
近
年
で
は
約
１
２
０
万
人

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
に
は

２６

１
２
０
万
人
を
下
回
る
ま
で
の
減
少
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
都
会
志
向

と
あ
い
ま
っ
て
、
学
生
確
保
の
た
め
の

大
学
間
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

高
梁
学
園
３
校
に
お
い
て
も
、
平
成

　

年
度
の
４
６
０
７
人
を
ピ
ー
ク
に
学

１５生
数
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
本
市
へ
学
生
が
集
ま
っ
て

く
る
こ
と
は
、
社
会
的
・
文
化
的
・
経

済
的
に
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
お
り
、

学
生
数
の
減
少
は
地
域
活
力
の
低
下
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
学
と
の
連

携
を
一
層
強
め
、
相
互
の
協
力
に
よ
っ

て
人
口
減
少
・
学
生
数
減
少
の
問
題
に

対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
連
携
事
業

　

こ
の
た
め
、学
生
の
確
保
を
は
じ
め
、

学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
環
境
の
提
供

と
そ
の
情
報
の
発
信
、
ま
た
大
学
等
が

持
つ
知
的
財
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
新
た
な
事
業
の
取
り
組
み
な
ど

を
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

市
は
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
連
携
事
業

を
市
内
各
地
域
に
拡
大
し
て
い
く
と
と

も
に
、
大
学
の
知
を
生
か
し
た
全
市
的

な
新
た
な
連
携
の
展
開
を
考
え
て
い
ま

す
。

〔
吹
奏
楽
で
市
民
と
交
流
〕

　

吉
備
国
際
大
学
、
順
正
短
期
大
学
、

順
正
高
等
看
護
専
門
学
校
の
３
校
合
同

の
吹
奏
楽
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を

取
っ
た
Ｋ
Ｊ
Ｊ
・
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ン
グ
・

ブ
ラ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
。
毎
年
６
月
に

県
内
８
大
学
が
集
い
演
奏
を
披
露
す
る

岡
山
県
大
学
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
の
演
奏
会
に
向
け
て
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　

　

一
方
で
、
地
域
に
出
掛
け
地
元
の
皆

さ
ん
に
演
奏
を
披
露
す
る
活
動
も
続
け

て
い
ま
す
。
昨
年　

月
に
は
宇
治
町
ふ

１０

る
さ
と
物
産
ま
つ
り
に
出
演
。
演
奏
す

る
と
と
も
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
ま
し
た
。

　

部
員
の
吉
備
国
際
大
学
心
理
学
部
臨

床
心
理
学
科
２
年
・
河
上
愛
さ
ん
は「
地

域
で
の
演
奏
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
と
年
齢
層
が
広
い
た
め
、
ア
ニ

メ
ソ
ン
グ
や
童
謡
、
演
歌
メ
ド
レ
ー
な

ど
を
選
曲
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
喜
ん

で
く
だ
さ
る
の
で
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
に
っ
こ
り
。

　

同
部
で
は
地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
出
演
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
学
生
課
（
�
�
７
４
２
０
）

を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
ち
じ
ゅ
う
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想　

〜
さ
ら
な
る
大
学
と
の
連
携

課
題
と
取
り
組
み

河上さん

市民支援組織

　大学を取り巻く社会情勢の変化から、高梁市に
やってくる学生を市民ぐるみでサポートしようと、
高梁商工会議所の呼びかけで、昨年３月に「高梁学生
応援協力会」を結成。入学時の歓迎アーチや横断幕
の設置、学生便利手帳の作成と全学生への配布、留
学生の生活応援用品の募集と贈呈、学生との懇談会
などの事業を展開しています。

平成２０年平成１８年平成１６年平成１４年平成１２年

３,４３２ ４,０９５ ４,４３５ ４,４２５ ４,１２１ 学 生 数

３６,３６７ ３７,００５ ３７,９５８ ３８,９３８ ３９,９１８ 
住民基本
台帳人口

１２４万１３３万１４１万１５０万１５１万
全 国 の
１８歳人口

高梁学園の学生数と市住民基本台帳人口および全国の１８歳人口
（人）
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こ
れ
ら
は
市
民
共
有
の
貴
重
な
財
産

や
誇
り
で
あ
り
、
そ
の
保
存
と
ま
ち
づ

く
り
へ
の
活
用
に
大
学
の
知
を
生
か
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
留
学
生
と
の
交
流
事
業

　

多
文
化
交
流
に
お
け
る
相
互
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民
と
留
学
生

の
交
流
を
推
進
し
、
留
学
生
が
地
域
体

験
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
参

画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

大
学
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ま
で
大
学
は
地
域
に
貢
献
し
、

市
も
知
的
財
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら

に
大
学
と
の
連
携
を
強
く
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
と
場
面
で
市
民
と
学
生
が
交

流
を
深
め
、
互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら
、

地
域
課
題
を
解
決
し
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
定
住
促
進
係

（
�
�
０
２
８
２
）

◆
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
基
本
に
、

大
学
の
知
や
学
生
の
力
を
生
か
し
な
が

ら
農
業
体
験
や
暮
ら
し
体
験
等
を
通
じ

た
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」
を

実
施
し
、
農
業
振
興
と
移
住
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
農
業
ア
ル
バ
イ
ト

　

市
と
び
ほ
く
農
協
等
関
係
機
関
の
連

携
に
よ
り
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に

悩
む
農
家
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、
農
作
業
を
手
伝
う
学
生
の
「
農
業

ア
ル
バ
イ
ト
」
の
実
施
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

◆
高
齢
者
向
け
の
教
室
の
開
催

　

高
齢
化
の
進
む
中
、
大
学
の
知
と
施

設
等
を
生
か
し
た
介
護
予
防
や
認
知
症

予
防
の
教
室
を
開
く
と
と
も
に
、
特
色

あ
る
市
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
地
域
資
源
を
生
か
す
取
り
組
み

　

本
市
に
は
恵
ま
れ
た
自
然
、
備
中
松

山
城
・
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
な
ど
の
名
所

旧
跡
や
多
く
の
伝
統
芸
能
が
あ
り
ま

す
。　

学園文化都市づくり特 集

産学官連携

　平成１７年には、高梁学園・高梁商工会議所・
高梁市で「連携協力包括協定」を締結していま
す。産業界、大学、行政の知的交流に基づく新
しい価値の発見と、その具体的な取り組みのこ
とで、市では産学官連携活動事業を促進し地域
の活性化に結びつけるため「高梁市産学官連携
基金」を創設し、福祉や教育文化、まちづくり
や産業振興につながる連携活動事業に助成を
行っています。

　将来カンボジアの経済発展に役に立つ勉強
ができればと、高梁市にやってきて４年目にな
ります。
　こちらに来てみて、緑がいっぱいで特に川の
水がきれいなのには驚きました。それに、人々
もとても親切でよくあいさつしてくださいま
す。また、いろいろな経験もしました。和服を
着て成人式にも出席し、松山踊りでは正式に踊
り方を習って「踊りフレンズ」として参加しま
した。日本の文化、高梁の文化は素晴らしいで
すね。
　留学生は、市民の皆さんともっと交流できた
らと思っています。そのために、いろいろな催
しの情報をいただければ助かります。
　高梁市に来れたから、吉備国際大学で勉強で
きたから、私の人生にかけがえのない時を刻む
ことができました。皆さんには、大変お世話に
なり感謝しています。
　大学では、経営学・社会学を学びました。卒
業したらカンボジアに帰るつもりでいました
が、今はすぐに学んだことを生かせる仕事があ
りません。４月からは倉敷市内のホテルに就
職します。社会人としても経験を積んでもっ
と自分を磨きたいと思っています。
　高梁市は私にとって第２のふるさとです。

多くの親切に
感謝
吉備国際大学社会学部
ビジネスコミュニケーション学科４年

ラック サナ さん
（カンボジア出身）

留学生に聞く


